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2025 年度  後期 一般奨学金申請書 【記入例】 
 

後期授業料（＿＿＿＿＿＿＿＿＿円）のうち、 90,000 円 を奨学金として 

支給されたく、必要書類を添えて申請いたします。 
 

◆ 2025 年度 後期 生活状況調査 （該当に○をすること） 

１．住宅  学生寮   持ち家・親元からの通学   賃貸   その他（     ） 

２．交通区分  自家用車  バイク  電車  バス  自転車  徒歩   

３．家族状況  単身    自らが被扶養者    扶養家族有（配偶者・子  人・父母・その他） 

４．主たる家計支持者 本人  父  母  祖父  祖母  配偶者  その他（     ） 

＊主たる家計支持者の収入に関する証明書類を添付すること。 

・直近の「源泉徴収票」「確定申告書の控え」「課税証明書（非課税証明書）」いずれか１点。コピー可。 

・アルバイト先の給与明細書や報酬支払通知書は不可。 

 

 

 
 
 

◆ 2025 年度 後期 収支調査 （月額で記入すること） 

収入／月  支出／月 

項目 金額（円） 付記  項目 金額（円） 付記 

家庭からの仕送り 30,000 授業料に充当  授業料 45,000 27万円÷6 

教会からの奨学金 10,000 所属教会  食費 30,000  

教会からの交通費補助 0   住居費（家賃・寮費・光熱費等） 20,000 寮費等 

アルバイト 20,000 塾講師  交通費（通学・教会等） 4,000  

奨学金（学内外） 20,000 指定奨学金  教会（献金その他） 10,000  

その他（貯金切崩等） 20,000 貯金切崩  書籍代 5,000  

１月あたり収入合計（A） 100,000 円  学業に係る諸費（学生会費等） 440 神学会費等 

  保険・医療費等 2,000 歯の治療 

不足額（支出合計 B－収入合計 A）   26,440 円  その他 10,000 被服・通信費等 

  １月あたり支出合計（B）        126,440 円 

 

◆ 2025 年度 奨学金受給・貸与状況 
 入学時奨学金     ：  270,000 円 前期 一般奨学金    ：          円 

 指定奨学金      ：（月額）  20,000 円 オルガン奨学金    ：（月額）       円 

 日本学生支援機構奨学金：（月額）   円 その他（所属教会   ）：（月額）  10,000 円 

◆ 不足対策：できるだけ自炊をして、外食を控えています。アルバイトに行くときも、バスは使わず、自転車を利用しています。 

 授業のある日はアルバイトがあまりできないので、長期休暇中は塾講師のアルバイトを増やすようにしています。 

◆ その他（奨学金申請理由・特記事項等）：家庭からの仕送りは授業料に充当していますが、不足分は貯金で補っています。 

 授業料納入のため、仕送りでは足りない月 1.5万円×半期分＝9万円を奨学金として支給していただきたいです。 
 
提出前に、今一度ご確認ください。 

□ 記入漏れはありませんか？ 

□ 主たる家計支持者の収入に関する証明書類を添付しましたか？（ホチキス留めは×） 

希望額を記入すること。納めるべき授業料以上

の金額を記入しないこと。 

自分の納める前期授業料を記入すること。

留学生のうち、私費外国人留学生授業料 

減免が決まっている者は、授業料から減免

決定額を引いた金額を記入すること。 

普段、利用するもの 

全てに○をすること。 

◍ 主たる家計支持者は、実家等からの仕送りと奨学金等で生活する者や自宅生は父母、仕送り等は一切なく 

奨学金・アルバイト・貯金切崩し等で生活する者は本人、配偶者や子供と生活する者は配偶者を目安とする。 

◍ 主たる家計支持者は、複数に○をつけないこと。 

実家住まいの場合、昼食代等のお小遣いは

「家庭からの仕送り」に記入すること。 

実家住まいの場合、あるいは 

配偶者等が家賃等を負担して 

いる場合は、記入不要。 

学内外の奨学金受給・貸与状況について記入し、収支調査の「教会

からの奨学金」「奨学金(学内外)」と齟齬がないか確認すること。 

「金額」はブランクにせず、ない

場合は０を記入すること。 


